■応急手当てのしかた　　要点リスト

外出時のケガに、要点リストは携帯すると便利　ワードファイル
●基本ケース

出血　→水道水で洗う(消毒液は使わない)。押して止血

打撲　→冷やす　×入浴
●救急車　119　　
迷うときは「＃７１１９」に相談（東京の場合）。応急手当も教えてくれる
（ダイヤル回線からは） 　２３区：０３－３２１２－２３２３ 　　
多摩地区：０４２－５２１－２３２３
●すり傷・切り傷　(出血のあるケガ)

昔は「けがをしたら消毒液」　今はダメに。　　　砂などは洗い流して消毒するのが、伝統的なやり方(「消毒してガーゼ」　だったが…

→水道水でよく洗う(だけ)が原則
・砂などは洗い流して消毒するのが、伝統的なやり方(「消毒してガーゼ」)だった。
・ラップ療法(湿潤療法)では、水道水で洗い流すのみで、消毒はしない(消毒で人体の細胞も死んでしまうため)。そして、乾かさない(再生組織が死んでしまう)でサランラップなどでラップする(または市販パッドで包む)。このやり方だと、傷跡が残りにくく、早く治る。
バンドエイド キズパワーパッド INCLUDEPICTURE "https://www.assoc-amazon.jp/e/ir??t=eigonosekai-22&l=ur2&o=9" \* MERGEFORMATINET 


    このやり方で改良したバンドエイド類が2004年より市販されている(やケアリーヴ　バイオパッド

 INCLUDEPICTURE "https://www.assoc-amazon.jp/e/ir??t=eigonosekai-22&l=ur2&o=9" \* MERGEFORMATINET 
)ので携帯しては。なお対象が「２歳以上」とされている製品もある。　「ラップ療法」を検索
・広い範囲のすり傷は、雑菌が入りやすい(子どもがかきむしる)　→特に密閉タイプのバンドエイドがいい
・すり傷、切り傷は、家庭でラップ療法など

・噛みキズ、刺しキズ、裂けキズはすぐ病院へ
●犬などにかまれた
細菌感染しないように、せっけんでよく洗い、消毒し、ガーゼでおおって外科へ。
このように感染(バイキンがすでに奥まで入り込んで増殖中、まわりが赤くはれたりする)の可能性がある場合は、消毒する。

●出血は押して止血

出血は、清潔な布など(ガーゼ、ハンカチ)でその部分を押していると、固まって止まる(＝　止血法)。鼻血の止め方と同様。傷口が閉じるように押さえる
●激しい出血

出血しているきず口をガーゼやハンカチで直接強く押さえて、しばらく圧迫。これが最も基本的で確実
ガーゼなどを用意している間の応急には、間接圧迫止血(太い血管の元の部分を押さえる。手足なら、心臓に近いほうの部分をしばる)。応急なので、直接圧迫を始めたら中止　
●けがをしたら行くのは小児科？　外科？

15歳くらいまでは小児科でもよい
●骨折

曲がった骨を戻さない。戻すと、鋭利な骨折端が神経・血管をきずつけるので、そのままの状態で固定

●鼻血
座らせて鼻をつまむ。綿球などを詰めてもよい。寝かせると、血がのどに流れ込んで吐くことがある。

●ガラス・くぎが刺さった
深く刺さった場合は、抜くと出血するので、そのまま外科へ
●指を切断した

・傷口：あればガーゼで押さえ、止血。手は、心臓より高く

・指：冷却・保存：あれば清潔なガーゼでくるみ、ポリ袋に入れる。それを、(濡れないように)氷の入ったポリ袋か容器に入れる。

→急いで専門の病院へ(マイクロサージャリー技術で血管・神経を縫い合わせる)

*水に濡れると、組織が痛んでしまう。ドライアイスでは冷たすぎて、凍傷になってしまう

●誤飲
・基本は吐かせること。水を飲ませると吐かせやすくなる。吐かせてはダメなものあるので注意
    タバコ：のどの奥を押して吐かせる
    薬：水や牛乳を飲ませて吐かせる
    防虫剤：水を飲ませて吐かせる。牛乳はだめ　　　
    トイレ洗剤・漂白剤・灯油など：吐かせずに至急病院へ
・危険そうな誤飲相談　大阪中毒１１０番（365日 24時間対応）　072-727-2499 （無料）

●目に物が入った
ゴミが入った　→　目薬を差したり、水でぬらしたガーゼで取る
砂が入った　　→　水道水や、やかんの水で洗い流す
薬品が入った！　→　大量の水で洗い流し、眼科へ

●やけど
基本は、冷やす
赤くなった程度　→　流水で15～30分冷やす
手のひら以上の広さ　→　冷やして外科か皮膚科へ
500円玉より大きい水ぶくれ　→　つぶさずに、冷やして外科か皮膚科へ
片腕・片足以上の広さ　→　冷やして至急病院へ

●打撲　→冷やす

氷をポリ袋に入れ、水を足し、しっかり空気を抜き、ガーゼなどでくるむと、冷たくなり過ぎず、変形するのでまんべんなく患部を冷やせる
打撲した日は入浴(＝血行促進)しない
・氷がなければ、冷凍庫にある冷凍食品で代用
●頭を打った
でも元気　→　24時間は安静にして、様子を見る
こぶができた程度　→　安静にして冷やす
こぶがブヨブヨ柔らかい(出血中)　→すぐ病院へ
顔色が悪い・いつまでも元気がない・体の動きがヘン　→　小児科か脳外科へ
ひどい出血・繰り返し吐く　→　至急病院へ
反応がない　　→　心肺蘇生、至急病院へ

●骨折・ねんざ
動かさずに安静に。
捻挫は固定して冷やし、その部分を高くする。覚え方「RICE」：Rest（安静）、Icing（冷却）、Compression（圧迫）、Elevation（挙上）
骨折・脱臼は添え木(雑誌など巻いて代用可。ひもなければネクタイなどで代用)し整形外科へ

●虫に刺された
毛虫・小さいハチ　→毛を抜く/毒を出す。水でよく洗い、虫刺されの軟膏
大きいハチ・呼吸が苦しい　→　気道確保(頭を後ろにそらせ、のどの通りをよくする)して至急、病院へ

●おぼれた
反応はある　→　暖かくして小児科へ
反応がない　→　心肺蘇生しながら救急車呼ぶ

●口の中の出血　　　唾液に殺菌作用があるので、薬は不要

●歯がぐらぐら　→　小児歯科

●●心肺蘇生
  (1)意識があるか呼ぶ
(2)呼吸しているか　　口に耳かほおを近づけ(息を感じる)、胸が上下していれば呼吸している。(心臓が止まっているかどうかを一般市民が判断するのは難しいため、脈を取る必要はない)
(3)通行人に「119番して」と頼む
(4)別の通行人に「AEDを探して｣
(5)自分は心臓マッサージ。成人には「口づけ｣は省略してよい
　　口対口は　鼻をつまみながら　まず２回
    胸　２つの乳首のちょうど中間の点を0.6秒ごとにどんどん押す。胸厚みの３分の１沈むまでしっかり押すと肺に届く。手の甲の付け根で（別の手を上から重ねる）（乳児は指２本で押す）　　胸30回と口２回を繰り返す
　　・救急車が来るまで続ける（まだ蘇生しなくても、血行をよくする効果がある）
　　・間違いを恐れずにやった方かいい
大人　　→　「胸押すだけでよい。溺れ(酸素不足)は「口づけ」も
子ども　→　「口づけ」もする。誤飲で呼吸が止まるための心臓停止が、かなりあるため
・自分ひとりしかいない場合、心肺蘇生を２分してから、119番通報・AEDの手配
(6)自発呼吸を始めたら、回復体位に

●AED　取り出し図解・音声指示に従う
●酔いつぶれた人を見つけたら、110番か119番
    絶対にひとりにしない。いちばんこわいのは窒息。抱き起こして吐かせるのは、気道が詰まるので危険。あお向けも危険。→横向きにし、自然に吐かせる。転落、冬は凍死の危険も　　 昏睡のときは回復体位に。衣服をゆるめ、保温。 110番すると警察官が保護。
ひどい状態(反応がない、大きないびき、呼吸が浅く速い、口から泡)のときは110番(警官)ではなく119番(救急車)
急性アルコール中毒は生命の危険あり。病院以外で処置できることはほとんどないので救急車。
吐いているときは横向きに(気道確保)して自然に吐かせる(回復体位・昏睡体位)
